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人　口6，062人一11．

　男　2，920人一4

　女3，！42人．一71

世帯数1，755戸「一31

　平成元年1e弓1日目ピ・
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　　第461号

1

　9月30日、牧水公園「ふるさとの家」に早稲田大学の西原春夫総

長を招いて、文化講演会が行われました。

　これは、町制施行20周年の記念行事の一環として実施され、約251り

人の聴衆は．「自己教育力の源泉」（人生を決定する小さなことば）

と題した講演に聞き入りました。

かたはらに秋ぐさの花かたるらく

　　　　　ほろびしものはなつかしきかな

牧　水
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つ
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つと報田丁

昭
和
6
3
年
度
決
算

　
昭
和
六
十
三
年
度
の
東
郷
町
一
般
会
計
並
び
に
特
別
会

計
の
決
算
が
、
九
月
定
例
町
議
会
に
お
い
て
認
定
さ
れ
ま

し
た
、
以
下
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

0
般
舎
計

十
一
万
五
千
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し

た
．
、

λ

％
増
）
の
中
に
は
、
ふ
る
さ
と
創
生

の
一
環
と
な
る
「
自
ら
考
え
、
自
ら

行
う
地
域
づ
く
り
」
に
要
す
る
資
金

と
し
て
交
付
さ
れ
た
六
十
三
年
度
交

付
分
二
千
万
円
も
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
っ
て
高
い
伸
率
に
な
り
ま
し

た
。

　
昭
和
六
卜
三
年
度
の
財
政
運
営
は

国
・
地
方
を
問
わ
ず
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
で
、
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ

る
農
林
業
の
振
興
を
始
め
と
す
る
五

頂　

ﾚ
々
〕
重
占
…
施
策
レ
　
一
“
イ
」
、
　
新
弔
二
次

東
郷
町
総
合
長
期
計
画
を
踏
ま
え
つ

つ
、
財
政
の
健
全
性
を
理
念
に
お
き

財
源
の
重
点
的
・
効
率
的
な
配
．
分
に

努
め
る
と
と
も
に
、
経
費
の
節
減
合

理
化
を
行
い
、
有
効
適
切
な
予
算
の

執
行
を
行
r
．
た
結
果
、
歳
入
総
額
三

卜
一
億
五
百
四
十
一
万
四
千
円
、
歳

出
総
額
三
十
億
二
千
四
百
四
卜
一
万

四
千
円
の
決
算
と
な
り
、
過
去
最
高

の
決
算
現
模
と
な
り
ま
し
た

　
決
算
規
模
の
増
大
し
た
理
由
の
・
王

な
も
の
と
し
て
、
六
十
三
年
度
か
ら

二
ヶ
年
で
実
施
す
る
国
土
庁
指
定
の

「
リ
フ
レ
ソ
シ
ニ
ふ
る
さ
と
推
進
モ

デ
ル
事
業
一
を
導
入
し
、
六
＋
三
年

度
に
お
い
て
、
多
目
的
研
修
施
設

（
ふ
る
さ
と
の
家
）
の
建
設
事
業
を
実

施
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
．
．

　
実
質
収
支
額
は
、
八
千
百
万
円
の

黒
字
、
単
年
度
収
支
額
は
、
二
r
八

　
歳
出
を
性
質
別
に
み
る
と
、
人
件

費
等
の
義
務
的
経
費
が
三
六
・
二
％

普
通
建
設
事
業
費
等
の
投
資
的
経
費

が
三
八
・
八
％
、
そ
の
他
の
経
費
が

二
五
・
○
％
の
構
成
割
合
と
な
り
ま

し
た
。

　
特
に
増
減
率
の
大
き
い
も
の
で
み

る
と
、
繰
出
金
が
九
八
二
二
％
の
増

と
な
り
ま
し
た
が
、
国
民
健
康
保
険

税
の
軽
減
措
置
に
対
応
し
て
国
民
健

康
保
険
制
度
の
基
盤
安
定
を
目
的
と

し
た
国
保
会
計
へ
の
繰
出
（
千
七
百

五
十
二
万
七
千
円
）
を
実
施
し
た
こ

と
と
、
土
地
開
発
基
金
の
充
実
化
を

図
る
た
め
、
二
千
八
百
九
十
三
万
七

千
円
の
繰
出
し
を
行
っ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。

　
普
通
建
設
事
業
は
、
二
五
・
○
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
が
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
ふ
る
さ
と
推
進
モ
デ
ル
事
業
等

の
新
規
事
業
の
導
入
に
加
え
、
第
三

期
山
村
振
興
農
林
漁
業
対
策
事
業
、

道
路
改
良
事
業
等
の
事
業
費
が
増
大

し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
．
、

　
ま
た
、
積
立
金
が
五
四
・
C
％
の

増
と
な
り
ま
し
た
が
、
「
．
ふ
る
さ
と
振

興
基
金
」
の
設
置
に
伴
う
積
立
て
を

行
っ
た
こ
と
と
、
今
後
の
社
会
資
本

整
備
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

公
共
施
設
等
整
備
基
金
へ
の
積
立
て

を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
一

　
次
に
、
歳
出
の
目
的
別
決
算
の
状

況
を
構
成
割
合
順
に
み
る
と
…
…

　
歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
が
全
体

の
四
四
・
一
％
、
望
事
出
金
が
一
三

・
五
％
、
町
債
が
一
C
・
五
％
と
な

り
、
つ
い
で
町
税
が
九
・
四
％
の
構

成
割
合
と
な
’
．
て
い
ま
す
．

　
財
源
調
達
の
割
合
で
み
る
と
、
町

税
等
の
自
主
財
源
が
二
二
・
二
％
、

地
方
交
付
税
等
の
依
存
財
源
が
七
七

・
八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
面
で
、
特
に
増
減
率
の
大
き

い
も
の
で
み
る
と
、
　
国
県
支
出
金

（
二
四
・
九
％
増
〉
で
は
、
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
ふ
る
さ
と
推
進
モ
デ
ル
事
業
、

地
籍
調
査
等
の
新
規
事
業
に
加
え
、

災
害
復
旧
事
業
費
の
増
大
に
よ
り
、

こ
れ
ら
に
対
す
る
補
助
・
負
担
金
が

増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

繰
入
金
（
四
三
八
・
七
％
増
）
は
、

建
設
事
業
の
増
に
伴
い
必
要
と
な
っ

た
財
源
に
充
当
す
る
た
め
に
財
政
調

整
基
金
．
の
繰
入
活
用
を
図
っ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す

　
ま
た
、
地
方
交
付
税
（
一
C
・
三

農
林
水
産
業
費
　
二
一
一
一
・
一
％

　
農
林
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
六

億
九
千
九
百
三
十
五
万
四
千
円
を
支

出
し
て
い
ま
す
．

　
農
業
関
係
の
主
な
も
の
は

第
三
期
山
村
振
興
農
林
漁
業
対
策
事

業
で
…
…

簾
｝
簡
易
給
水
施
設

農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
で
…
…

零
・

ζ
欝

撒
欝

レ
陣
門
地
区
簡
易
給
水
施
設

　
坪
谷
川
地
区
営
農
飲
雑
用
水
施
設

　
福
十
地
区
集
落
道
整
備

農
業
構
造
改
善
事
業
で
…
…

　
後
口
迫
地
区
基
盤
整
備

暖
地
営
農
む
ら
づ
く
り
事
業
で
…
…

　
田
野
地
区
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

県
営
土
地
改
良
事
業
で
…

　
坪
谷
川
地
区
ほ
場
整
備
・
畜
産
経

　
営
環
境
整
備

　
林
業
関
係
の
主
な
も
の
は
、

林
業
構
造
改
善
事
業
で
…
…

　
庵
登
林
道
開
設

　
新
九
郎
作
業
道
開
設

農
免
林
道
事
業
で
…
…

　
大
谷
林
道
舗
装

森
林
地
域
活
性
化
緊
急
対
策
事
業
で
…

　
間
伐
促
進
（
百
五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

こ
の
ほ
か
、
山
村
整
備
作
業
路
開
設

事
業
、
県
単
林
道
網
整
備
事
業
等
を

実
施
し
、
県
営
事
業
と
し
て
熊
山
林

道
開
設
に
伴
う
事
業
費
負
担
金
等
が

あ
り
ま
す
。

総
務
費

一
五
・
O
％

　
行
政
一
般
経
費
、
財
産
の
管
理
費

が
主
な
も
の
で
す
が
、
「
ふ
る
さ
と
振

興
基
金
」
、
　
「
公
共
施
設
等
整
備
基

金
」
へ
の
積
立
金
の
実
施
に
よ
り
増

額
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

公
債
費

＝
二
・
九
％

　
町
債
の
償
還
金
は
、
元
金
二
億
五

千
二
自
七
十
九
万
九
三
塁
、
利
子
が

一
億
六
f
五
百
五
十
七
万
三
千
円
で

、
つ

こ“、
つ

と報田丁事成7亡年11月．号，

　
年
度
末
の
残
高
は
、
二
卜
七
億
六

F
六
百
六
十
一
万
七
干
円
と
な
り
ま

し
た土

木
費

一
〇
・
六
％

　
交
通
安
全
の
確
保
と
、
交
通
の
円

滑
化
を
図
る
と
と
も
に
、
生
活
の
利

便
性
を
向
E
さ
せ
る
た
め
、
町
道
大

谷
・
出
口
線
ほ
か
十
路
線
の
改
良
舗

装
事
業
を
行
っ
た
ほ
か
、
大
谷
橋
の

改
良
事
業
、
ま
た
、
福
塩
大
橋
の
塗

装
事
業
を
実
施
し
ま
し
た

　
こ
の
結
果
、
年
度
末
に
お
け
る
町

道
の
状
況
は
、
路
線
数
一
C
八
路
線

総
延
長
一
丘
七
・
二
㎞
で
、
こ
の
内

改
良
済
延
長
が
一
一
＝
∵
五
㎞
（
七

二
・
一
ゲ
。
）
、
舗
装
済
延
長
が
＝
二

托
・
「
㎞
（
八
八
・
六
％
）
と
な
り

ま
し
た
．
．

　
こ
の
ほ
か
、
県
営
事
業
で
行
っ
た

東
地
内
地
区
（
迫
野
内
）
の
急
傾
斜

地
崩
壊
対
策
事
業
に
対
す
る
町
負
担

金
、
五
十
七
年
度
か
ら
継
続
事
業
で

行
っ
て
い
ま
す
牧
水
公
園
整
備
は
、

多
目
的
広
場
整
地
、
遊
歩
道
整
備
、

遊
泳
場
取
付
道
舗
装
等
を
行
っ
て
い

ま
す
．
．教

育
費
　
　
九
・
二
％

　
小
学
校
出
校
（
五
六
二
名
）
、
中
学

校
二
校
（
二
（
）
七
名
）
、
幼
稚
園
三
園

（
八
五
名
）
の
教
育
振
興
を
図
る
た

め
一
億
四
千
三
百
六
十
三
万
四
千
円

を
支
出
し
、
こ
の
中
で
福
瀬
小
学
校

北
校
舎
の
大
規
模
改
造
事
業
を
行
’
．

て
い
ま
す
．

　
社
会
教
育
面
で
は
、
婦
人
学
級
等

各
穫
学
級
を
開
設
し
、
民
主
団
体
の

育
成
、
ま
た
、
公
民
館
活
動
の
活
性

化
に
努
め
て
い
ま
す

民
生
費
　
　
八
・
一
％

　
社
会
福
祉
の
充
実
・
向
上
を
図
る

た
め
、
生
活
指
導
活
動
、
老
人
福
祉

障
害
福
祉
、
児
童
福
祉
対
策
、
老
人

ホ
ー
ム
の
運
営
、
国
民
年
金
事
務
な

ど
の
経
費
と
し
て
二
億
四
千
五
百
六

十
五
万
五
下
知
を
支
出
し
て
い
ま
す
．

商
工
費
　
　
　
六
・
占
ハ
％

　
町
観
光
協
会
、
む
ら
お
こ
し
推
進

協
議
会
の
活
動
育
成
費
の
ほ
か
、
リ

フ
レ
ソ
シ
．
一
ふ
る
さ
と
推
進
モ
デ
ル

事
業
－
・
ト
よ
り
、
多
目
的
研
修
施
設
（

ふ
る
さ
と
の
家
）
を
建
設
し
ま
し
た
．
．

特別会計歳入の財源構成

会　計
1　　－L呈二」　　　一P

@戚　人 歳出 収支
国民健康保険
幕ﾆ特別会計

　　小円
S86，928

　　丁・円：

S30，178

　　　入戸
D56，750

老人保健
ﾁ別会計

418，485 418，479 6

簡易水道事業

ﾁ別会計
52，414 ．　47，474 4，940

国民健康保険
a院事業会計

1254，660

P

i248，015 　6，645

P

歳出の性質別構成

その他
1億6，999万3千円

　　！（5．5％）

物件費
1億5，310万1千円

　　（5．1％）

　　　　　＼

その他
9，537万3千円

（3．1％）

　　1

義

務

的

依

扶助費
9，166万3千円

　（3．0％〉

存
　
財
　
源

地方交付税
13億6，892万8千円

　　　（44．1％）

レ
ふ
る
さ
と
の
家

経

人件費
5億8，300万2千円

　（19．3％）

＼

費
　
へ
Q
⑦
雷

国庫支出金
2億967万2千円　　　　　　　・　　o■

（6．7％）

　　　　町債
　　3億2，600万円

　　　（10，5％）　県支出金

＼　／4糊野

一
肘

公債費
4億し920万5千円

　　（13．9％）

消

、
創

　　　繰越金
　　　1億181万5千円

　　　　　（3．3％〉
繰入金
1億2，614万3千円

　　（4」％）　　　　主

　　　　　　　　財
　　　　　　源

厨

　　　鋸　　7舜

’町税　＼
2億9，147万1千円

　　（9．4％）

，
趣

交付金等

8，969万2千円

　　〔2．9％）

（778％）

＼響目論娯
積立金
臆6，940万円

　　　　費
　　　的
　　経
　費

　　　　その他
　　　　2億2，413万5千円（7，4％）

災害復旧費
1億8，595万9千円

（6，1％）

補助費等＼
億3，794万4千円

（ll．2％）

或
・
り
～
）

災害復旧費
1億8，595万9千円

（6，1％）

1』三　・・

　‘　　　・9

投

＼資

普通建設事業費
9億8，876万7千円

　（32．7％）

的

（38．8処費
経

議　　工費
　　，920万

　　　8千円
　　　　　（6．6％）

民生費
2億4，565万5千円

（8．1％）

　教育費
2億7」53万7千円

　（92箔〉

1二　・・

　」　　　．・

　土木費
3億し935万9千円1

　（10．6％川

　　　　　1

翻欝事，＼
　（23．1％）

総務費
4億5，397万7千円

　（15，0％）

公債費
4億1，923万円

　（13．9％）



LF成元年ll月号「4
・
つこ、

つ

と墨田丁

助
役
に
小
林
理
教
氏

　
九
月
定
例
町
議
会
に
お
い
て
、
助
役
に
役
場
前
総
務

課
長
の
小
林
理
教
氏
（
5
7
歳
）
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
．
、

就
任
の
あ
い
さ
つ　、驚7

助役小林理教

　
こ
の
度
木
村
町
長
の
御
推
せ
ん
を

い
た
だ
き
、
ま
た
、
町
議
会
の
］
致

黶
D
二

し
た
御
同
意
を
得
ま
し
て
、
助
役
と

し
て
町
政
に
参
与
す
る
機
会
を
与
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
も
と
よ
り
浅

学
非
才
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
責

務
の
重
大
で
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、

全
力
を
傾
倒
し
て
御
期
待
に
お
応
え

し
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
、
ど
う

か
こ
れ
ま
で
以
上
の
御
支
援
一
鞭
捷

を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し

あ
げ
、
ご
あ
い
さ
っ
と
い
た
し
ま
す
．

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
自
動
車
を

　　

@　

@　

@　

@
お
持
ち
の
皆
さ
ん
へ
〃

　
灯
油
や
重
油
な
ど
を
あ
な
た
の
自

動
車
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
燃

料
と
し
て
消
費
し
た
場
合
は
、
次
に

よ
り
軽
油
引
取
税
が
課
税
さ
れ
ま
す

の
で
、
お
近
く
の
県
税
事
務
所
へ
申

告
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

納
め
る
税
額

　
灯
油
な
ど
の
消
費
量
×
一
リ
ッ
ト

　
ル
に
つ
き
2
4
円
3
0
銭

　
十
月
】
日
か
ら
軽
油
引
取
税
の
取

扱
い
が
、
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
あ
な
た
が
次
の
よ
う
な
こ
と

を
行
う
場
合
に
は
、
十
日
前
ま
で
に

県
税
事
務
所
長
へ
届
け
出
て
、
混
和

等
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
，

O
軽
油
に
灯
油
や
重
油
な
ど
を
混
和

　
す
る
と
き

O
灯
油
や
重
油
な
ど
を
混
和
し
て
軽

　
油
を
製
造
す
る
と
き

O
灯
油
や
重
油
な
ど
を
自
動
車
燃
料

　
と
し
て
譲
渡
す
る
と
き

O
灯
油
や
重
油
な
ど
を
自
動
車
燃
料

　
と
し
て
消
費
す
る
と
き

　
混
和
等
の
承
認
を
受
け
な
か
ズ
．
た

場
合
は
、
混
和
し
た
軽
油
な
ど
に
課

税
済
み
の
軽
油
が
含
ま
れ
て
い
て
も
、

二
重
に
課
税
さ
れ
ま
す

　
詳
一
｝
い
こ
と
は
、
お
近
く
の
県
税

事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
、

こ
存
知
で
す
か
・
博
ミ

　　

ｽ
・
「
税
窟
知
る
週
問
」
曇
壽
髪

　
十
，
月
レ
一
日
か
ら
レ
七
日
は
、

「
悦
4
，
｝
知
る
週
間
一
で
す
．
．

　
税
は
、
私
た
ち
が
豊
か
で
安
定
し

た
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
国
が
活

動
す
る
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す

　
生
活
の
向
E
と
安
定
を
願
う
限
り
、

ど
う
し
て
も
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
共
同
社
会
を
維
持
す
る
た
め
の

い
．
わ
ば
会
費
、
そ
れ
が
税
で
す
　
こ

の
よ
う
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
税
に
つ
い
て
、
そ
の
仕
組
み
や

使
い
み
ち
を
ト
分
に
理
解
し
た
上
で

正
し
い
申
告
と
納
税
を
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
．
一

　
そ
こ
で
、
国
税
庁
で
は
昭
和
四
十

瓦
書
か
ら
「
税
を
知
る
週
間
一
を
設

け
、
「
こ
の
社
会
あ
な
た
の
税
が
い

き
て
い
る
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、

広
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
税
の
意
義
や

役
割
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
各
種
の
行
事
を
全
国
的
に
幅

広
く
行
っ
て
い
ま
す
．
．

魅
苔
ウ

＾
『

鱒た嚇螺

図
書
室
で
す

短
歌

戸
・
ワ

　
、ρ

【

　
こ
の
期
間
、

な
ど
で
税
に
関
す
る
資
料
を
展
示
し

た
り
、
一
税
に
関
す
る
作
文
一
の
入

選
作
品
の
発
表
と
表
彰
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
行
事
を
各
地
で
行
い
ま
す
一
．

　
お
近
く
の
税
務
署
な
ど
へ
、
お
気

軽
に
ど
う
ぞ
、

　
所
得
税
第
二
期
分
の
納
期
は

　
十
一
月
三
十
日
ま
で

　
姥
評

　
　
　
つ

デ
ハ
ー
ト
や
繁
華
街

尾
鈴
短
歌
会

　
読
書
週
間
（
1
0
月
2
3
日
～
2
9
日
）

　
昭
和
2
2
年
秋
、
荒
廃
し
た
国
土
と

混
乱
し
た
世
相
の
中
に
一
筋
の
光
を

投
げ
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば

と
第
一
回
読
書
週
間
は
実
施
さ
れ
ま

し
た
一
、

　
今
や
国
民
の
生
活
水
準
は
向
上
し
、

物
も
豊
か
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
当

に
心
か
ら
豊
か
に
な
っ
た
と
い
え
る

で
し
ょ
う
か
。
読
書
は
心
を
豊
か
に

し
ま
す
．
．
読
書
週
間
を
契
機
に
本
を

開
い
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
．
一

※
1
0
月
6
日
〔
金
）
や
ま
び
こ
号
来

　
庁
、
図
書
の
入
替
が
あ
り
ま
し
た

　
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
、

川
辺
に
て
す
す
ぐ
老
あ
り
川
下
る
舟

よ
り
嬬
の
呼
声
愉
し

　
　
　
　
　
　
　
荒
砂
金
義

汗
た
り
て
木
蔭
に
寄
れ
ば
蜂
の
巣
に

あ
た
り
て
逃
げ
る
我
が
足
早
し

　
　
　
　
　
　
　
植
田
イ
セ

竹
を
も
て
朝
顔
の
棚
組
立
て
し
伸
び

ゆ
く
つ
る
の
か
ら
み
た
の
し
も

　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

急
な
る
文
化
の
薫
り
牧
水
に
ち
な
み

し
施
設
活
力
と
せ
む

　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

わ
が
足
の
弱
れ
る
ゆ
ゑ
の
寂
し
さ
か

気
丈
の
母
が
涙
落
し
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

・
つこ’、

つ
と記田丁Lド成元年11月号1∂’
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ド
齢
営
門

　　　▼議長が一日園長

　　　　　　　　　　　　～鈴峰園～

　町立老人ホーム巨峰園では、9月6日、

町議会議長の寺原国義氏が老人ホームの・一

日園長を務めました．

　これは、福祉施設の一層の発展をめざす

ため、老人ホームの必要性を政治、行政関

係者をはじめ地域からも理解されることを

ねらいとして県社会福祉協議会が推進して

いるもので、当日は議長が入園者との意見

交換などを行いました。
　　　　　▲郡社会福祉大会

　10月6日、町中央公民館で東臼杵郡社会福祉大会が

開催されました．

　これは、東臼杵郡社会福祉協議会が主催したもので、

郡内から約400名が参加し、一生きがいと活力に充ちた

地域福祉社会の実現一をめざして、大会が行われまし

た．

　　　　▼寺迫が初優勝
　　　　　　～国民年金ゲートボール県北大会～

　10月3日、日向岬グリーンハークで国民年金ゲー

トボール県北大会が行われ、東郷町代表の寺迫チー

ムが初優勝しました．

　大会は、県北15市町村から30チームが参加し、東

郷町からも寺迫と鶴野内の2チームが出場しました，

　優勝した寺迫チームのメンバー

監督一筒井塩海、選手一橋ロアグノレ、植野シカエ、

新名辰良、黒木國一、黒木勝治、高野専市、黒木光志

厄

烹漁鼠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．、二，。蝉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∵漁載

　　　▲論叢聰急心
　　　　　　　　　～山陰百姓一揆300周年～

　元禄3年（1690年｝に山陰百姓一揆が起こって今年

が300年目にあたりますが、これを記念して成願寺上の

西城跡に建設されていた山陰百姓一揆300周年記念碑

は、9月19日に完成し除幕式が行われました．

　　　ぬ喫嘱汽
穀櫛♂
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公
民
館
対
抗
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ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
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10

獅
Q
日
間
ら
4
日
ま
で
、
町
総
桝
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グ
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抗
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ソ
齢
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耳
川
に
は
発
電
用
ダ
ム
が
五
ヶ
所

あ
る
．
．
L
流
よ
り
記
し
て
み
る
と

上
椎
葉
ダ
ム

　
日
本
最
初
の
ア
ー
チ
式
ダ
ム
．
、
堤

の
高
さ
百
十
メ
ー
ト
ル
．
．
長
長
さ
三

百
四
十
一
メ
；
ト
ル
一
．
総
貯
水
量
九

千
百
五
卜
五
二
ト
ン
．
一
昭
和
二
十
］

年
調
査
所
開
設
、
昭
和
三
十
年
十
1
1

完
成
す
．

　
夏
季
に
か
け
て
各
地
よ
り
観
光
客

多
し
．
．
乙
女
の
像
あ
り
．
．
ま
た
、
吉

田
英
治
の
「
日
向
椎
葉
湖
一
命
名
碑

も
あ
る
．
．
眺
望
す
こ
ぶ
る
良
し
．
．

古
園
ダ
ム

　
西
郷
村
と
諸
塚
村
境
界
墓
園
に
あ
る
．

鳥
巣
ダ
ム

　
西
郷
村
と
諸
塚
村
境
界
鳥
巣
に
あ
る
．
．

幽
幽
ダ
ム

　
西
郷
村
笹
陰
に
あ
る

大
内
原
ダ
ム

　
西
郷
村
大
内
原
に
あ
る
　
東
郷
町

と
隣
接
す
る
．
一

国
ト
が
耳
川
水
系
に
設
け
て
あ
る
発

電
用
ダ
ム
で
あ
る
、

　
次
に
発
電
所
を
古
い
順
に
記
す
と

西
郷
発
電
所
（
大
正
卜
五
年
建
設
）

　
発
電
力
一
万
八
若
六
百
“

山
須
原
発
電
所
（
昭
和
七
年
建
設
）

　
発
電
力
二
万
七
千
六
百
“

塚
原
発
電
所
〔
昭
和
十
三
年
建
設
）

　
発
電
力
六
万
“

岩
屋
戸
発
電
所
〔
昭
和
十
七
年
建
設
）

　
発
亀
力
五
万
臨

ド
椎
葉
発
電
所
（
昭
和
ミ
レ
ー
年
逮

　
設
）
　
発
電
力
九
万
“

大
内
原
発
電
所
（
昭
和
三
十
一
年
建

　
設
｝
　
発
電
力
一
万
六
千
臨

諸
塚
発
電
所
〔
昭
和
三
十
六
年
建
設
）

　
発
電
力
は
五
万
臨
　
　
〔
木
倉
発
電

　
　
所
と
」
⊃
い
・
・
一
」

右
の
七
ヶ
所
の
発
冤
力
量
を
合
計
す

る
と
、
実
に
三
十
一
万
二
千
二
百
“

と
な
り
、
瓦
州
一
の
水
力
発
電
力
を

発
揮
し
て
い
る
一

　
瓦
州
に
は
筑
後
川
を
は
じ
め
耳
川

よ
り
大
き
い
河
川
は
数
多
く
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
に
発
電
用
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
河
川
は
他
に
な
い
，

毒
州
…
．

．
ξ

レ
大
内
原
発
電
所

縄
、
4

　
．
め

　
な
ぜ
品
川
に
集
中
し
て
い
る
か
と

い
う
と
、
耳
川
は
椎
葉
を
発
し
美
々

津
港
に
至
る
ま
で
、
川
の
両
岸
が
V

字
型
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
川

の
右
岸
も
左
岸
も
山
が
せ
ま
っ
て
い

て
、
ダ
ム
を
造
る
の
に
絶
好
の
形
を

し
て
い
る
の
で
あ
る
．
．

　
耳
川
水
系
は
、
こ
う
し
た
水
力
発

電
に
大
い
に
利
用
さ
れ
、
北
九
州
地

域
の
産
業
に
貢
献
し
て
い
る
。

⑨
牧
水
の
歌

町
内
の

歌
碑
め
ぐ
り

　
　
〈
二
瀬
小
学
校
〉

教
育
長

　
渡
辺
邦
彦

あ
た
た
か
き
冬
の
朝
か
な
う
す
板
の

ほ
そ
長
き
舟
に
耳
川
く
だ
る

　
広
瀬
小
学
校
の
玄
関
の
す
ぐ
前
に

は
突
吹
が
あ
り
、
そ
の
中
央
部
に
こ

の
歌
碑
が
建
て
ら
れ
た
の
は
、
平
成

元
年
「
月
十
八
日
で
し
た
。
こ
の
日

は
朝
か
ら
雨
も
よ
う
の
日
で
し
た
が
、

ち
ょ
う
ど
除
幕
式
が
始
ま
っ
た
時
に

雨
が
降
り
出
し
、
六
年
生
の
皆
さ
ん

が
傘
を
さ
し
て
朗
詠
し
た
情
景
が
今

で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
、
皆
さ
ん
ご

承
知
の
と
お
り
、
耳
川
は
福
瀬
小
学

校
の
す
ぐ
下
を
流
れ
て
お
り
、
こ
の

　
し
か
し
、
耳
川
流
域
の
住
民
は
、

ダ
ム
に
よ
る
汚
濁
水
に
起
因
し
て
い

る
豪
富
問
題
や
子
供
の
水
遊
び
の
場

が
減
っ
た
問
題
な
ど
を
か
か
え
て
お

り
、
今
後
継
続
し
て
問
題
解
決
へ
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
．
、

　
こ
の
事
は
、
是
非
後
世
に
残
す
べ

き
問
題
で
あ
る
、

　
　
東
郷
町
文
化
協
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
鶴
男

学
校
に
ふ
さ
わ
し
い
歌
だ
と
思
い
ま

す
。　

こ
の
歌
は
、
牧
水
が
父
の
病
気
で

坪
谷
に
帰
郷
し
て
い
る
時
（
明
治
四

十
五
年
七
月
か
ら
翌
年
の
五
月
）
の

作
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
牧
水
は
『
耳
川
と
美
々
津
』
と
題

し
た
随
想
の
中
に
次
の
よ
う
に
書
い

て
い
ま
す
。

　
「
私
は
六
歳
か
七
歳
の
時
、
母
に

連
れ
ら
れ
て
耳
川
を
下
っ
た
こ
と
が

あ
る
．
．
そ
し
て
舟
が
ま
さ
に
美
々
津

に
着
か
う
と
す
る
時
、
眼
の
前
の
砂

丘
を
越
え
て
雪
の
や
う
な
飛
沫
を
散

ら
し
な
が
ら
青
々
と
う
ね
り
上
る
浪

を
見
て
、
母
の
袖
に
し
っ
か
り
と
捉

り
な
が
ら
驚
き
お
そ
れ
て
、
何
も
の

な
る
か
を
問
う
た
。
母
は
笑
ひ
な
が

ら
、
あ
れ
は
浪
だ
と
教
へ
た
．
、

　
舟
が
岸
に
着
く
や
、
母
は
わ
ざ
わ

ざ
私
を
砂
丘
の
方
に
導
い
て
更
に
驚

く
べ
き
海
、
大
洋
を
教
へ
て
く
れ
た
．
．

そ
の
時
か
ら
今
日
ま
で
、
海
は
切
実

に
切
っ
て
も
切
れ
ぬ
私
の
生
命
の
、

寂
し
い
伴
侶
と
な
っ
て
き
て
み
る
の

で
あ
る
。
…
…
」
と
．
、

　
こ
の
よ
う
に
牧
水
は
少
年
時
代
、

母
に
連
れ
ら
れ
て
耳
川
を
下
り
、
美

々
津
で
初
め
て
海
を
見
て
驚
喜
し
た

の
で
あ
り
ま
す
．
．

　
ま
た
、
牧
水
は
こ
の
随
想
の
中
で

「
私
は
美
々
津
が
好
き
で
あ
る
。
」
と

言
い
、
「
．
何
と
な
く
解
放
さ
れ
た
や
う

な
、
ゆ
っ
た
り
し
た
気
分
は
、
こ
の

南
国
の
美
々
津
の
港
に
実
に
い
っ
ぱ

い
満
ち
て
居
る
」
と
述
べ
て
お
り
、

牧
水
が
如
何
に
美
々
津
の
町
が
気
に

入
っ
て
い
た
か
が
わ
か
り
ま
す
．

　
つ
ぎ
に
、
こ
の
歌
を
作
っ
た
二
年

前
（
明
治
四
十
三
年
、
ニ
レ
五
歳
）

に
、
故
郷
で
病
む
母
を
案
じ
て
作
っ

た
歌
も
一
首
掲
げ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ふ
る
さ
と
の
美
々
津
の
川
の
み
な
か

み
に
　
ひ
と
り
し
母
の
病
み
た
ま
ふ

と
そレ

賎
官
小
学
校
歌
碑

、
つこ、

つ
と報町F成元年11月写［
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⑭
肺
癌
の
話

東
郷
病
院院

長
高
橋
弘
憲

　
八
マ
日
は
、
肺
岬
癌
に
つ
い
！
、
謂
説
明
一
一

た
い
と
思
い
ま
す
．
．

　
肺
癌
は
、
近
年
増
加
し
つ
つ
あ
る

疾
患
の
一
つ
で
、
特
に
男
性
で
は
悪

性
腫
瘍
の
中
で
二
番
目
に
発
生
数
の

多
い
も
の
で
す
．
．
2
番
は
胃
癌
）

最
近
増
加
し
つ
つ
あ
る
理
由
は
い
ろ

い
ろ
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
医
療
の
進

歩
に
伴
な
う
診
断
技
術
の
進
歩
が
最

も
大
き
く
関
与
し
〆
、
い
る
と
思
い
ま

す
．
．
他
に
も
、
唱
均
寿
命
の
延
長
と

と
も
に
高
齢
者
で
の
発
症
が
増
え
た

こ
と
や
大
気
の
汚
染
な
ど
も
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
や
は
り
検
診
が
す
み
す

み
ま
で
ゆ
き
．
わ
た
り
無
症
状
者
で
の

発
見
が
増
え
た
こ
と
、
診
断
器
具
の

改
善
に
よ
r
．
〆
、
肺
炎
や
結
核
な
ど
と

の
鑑
別
が
確
実
に
な
っ
て
き
た
こ
と

が
、
患
者
数
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
．
、

　
一
一
．
口
葉
を
か
え
れ
ば
、
隔
日
は
手
遅
れ
と

な
つ
！
、
、
時
に
は
肺
炎
や
結
核
と
診

断
さ
れ
げ
、
死
ん
で
し
ま
つ
イ
、
い
た
も

の
が
、
現
在
で
は
早
期
に
正
し
く
診

断
さ
れ
〆
、
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
．
．

　
さ
て
、
肺
癌
に
は
い
く
つ
か
の
組

織
的
な
分
類
が
あ
り
、
い
く
ぶ
ん
癌

と
し
て
の
性
格
が
異
な
り
ま
す
、
代

表
的
に
は
、
扁
平
上
皮
癌
、
腺
癌
、

大
細
胞
癌
、
小
細
胞
癌
な
ど
が
あ
り

そ
れ
以
外
に
も
悪
性
度
の
低
い
も
の

な
ど
数
種
類
の
も
の
が
存
在
し
ま
す
．
一

ま
た
、
他
の
臓
器
の
癌
が
肺
に
転
移

し
た
転
移
性
肺
癌
も
あ
り
、
こ
れ
は

原
発
巣
の
癌
の
種
類
に
よ
ズ
．
て
特
徴

的
な
形
態
を
示
し
ま
す

　
肺
癌
の
中
で
、
確
率
的
に
多
い
の

は
、
扁
平
上
皮
癌
と
腺
癌
の
二
つ
で

す
が
、
腺
癌
が
肺
の
末
梢
の
方
に
で

き
や
す
く
、
結
核
検
診
な
ど
の
際
に

偶
然
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
に

対
し
、
扁
平
上
皮
癌
の
方
は
、
む
し

ろ
太
い
中
心
部
の
気
管
支
粘
膜
に
発

生
す
る
こ
と
が
多
く
、
閉
塞
性
肺
炎

や
無
気
肺
な
ど
の
二
次
的
変
化
に
よ

っ
て
発
見
さ
れ
た
り
、
気
管
支
粘
膜

か
ら
の
出
血
に
よ
る
血
疲
を
き
た
し

て
発
見
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
多
い

と
い
う
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
．
．

　
喫
煙
と
の
関
係
が
密
接
な
の
は
、

扁
平
上
皮
癌
の
方
で
、
一
般
的
に
は

一
日
に
吸
う
タ
バ
コ
の
本
数
と
、
今

ま
で
の
喫
煙
を
続
け
た
年
数
を
か
け

合
わ
せ
、
8
0
0
を
越
え
る
と
発
癌

率
が
高
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
も
し
多
量
に
喫
煙
さ
れ

て
い
る
方
で
気
に
な
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
ら
、
毎
年
き
ち
ん
と
胸
部

写
真
を
検
査
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
そ
れ
以
外
に
一
度
は
、
太

い
中
央
部
の
気
管
支
の
粘
膜
を
検
査

し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
一
．
こ
れ

は
、
極
細
の
気
管
支
内
視
鏡
で
検
査

す
る
の
が
一
番
確
実
な
方
法
で
あ
り
、

全
国
的
に
普
及
し
つ
つ
あ
り
ま
す
．

声
帯
を
吸
入
麻
酔
し
て
、
約
－
o
分
で

終
わ
り
ま
す
の
で
、
胃
の
内
視
鏡
よ

り
も
楽
か
も
し
れ
ま
せ
ん
．
．
特
に
、

今
ま
で
血
疾
が
出
た
こ
と
が
あ
っ
た

り
、
何
度
も
同
じ
部
位
に
肺
炎
を
く

り
返
し
た
こ
と
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

検
査
を
受
け
て
お
い
て
欲
し
い
も
の

で
す
。

　
最
後
に
、
癌
全
体
的
に
言
え
る
こ

と
で
す
が
、
肺
癌
も
早
期
に
治
療
す

れ
ば
高
い
確
率
で
治
癒
す
る
も
の
で

す
、
い
た
ず
ら
に
こ
わ
が
’
．
て
、
発

見
を
遅
ら
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
一
．

　
ツ

．少

f
〉気1

サ

夷
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鶴
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製
・

翼
翼
の
異
動

　
十
月
十
六
日
、
町
職
員
の
採
用
及

び
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
．
．

▽
採
用

　
糸
平
和
紀
（
教
育
委
員
会
総
務
係
）

▽
異
動

。
総
務
課
長
　
小
林
錬
一
（
住
民
課

長
）
o
住
民
課
長
　
山
本
一
正
（
企

画
財
政
課
長
）
o
企
画
財
政
課
長

黒
木
一
希
（
税
務
課
長
）
O
税
務
課

長
　
寺
原
和
正
（
教
育
課
長
）
O
教

育
課
長
　
新
名
淳
】
（
林
政
課
長
）

o
林
政
課
長
　
小
野
三
千
樹
（
開
発

整
備
課
参
事
）
o
開
発
整
備
課
参
事

　
蘇
原
孝
徳
（
総
務
課
長
補
佐
）
O

総
務
課
長
補
佐
　
矢
野
昌
明
（
企
画

財
政
課
長
補
佐
）
o
企
画
財
政
課
長

補
佐
　
川
越
洋
（
企
画
財
政
課
財
政

係
長
）
o
農
政
課
農
政
係
長
　
平
野

宇
市
（
住
民
課
保
険
年
金
係
長
）
○

住
民
課
保
険
年
金
係
長
　
矢
野
続

（
税
務
課
固
定
資
産
係
長
）
O
教
育
委

員
会
社
会
教
育
係
長
　
中
谷
敏
（
農

政
課
農
政
係
長
）
○
企
画
財
政
課
企

画
係
長
　
山
口
佐
知
男
（
林
政
課
林

政
係
）
o
税
務
課
固
定
資
産
係
　
寺

原
政
志
（
教
育
委
貝
会
社
会
教
育
係
）

○
林
政
課
林
政
係
　
三
浦
元
生
（
総

務
課
電
子
計
算
係
）
o
学
校
給
食
共

同
調
理
場
　
川
崎
麗
加
（
坪
谷
中
）

G

’∬遜

譲
π

　　　　　　　　　　レ

糠）だ痂
　最低賃金周知旬間
　（月月21日～30日）

宮崎県巖低賃金が改正されましたノ

平成元年10月28日から

446円時間額3．564円翻印

・羊細は書講鑛準隠蟹灘1：ll：溜・でお問い合せ・だ…
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圃回
鎌禽蓬

髪0
●

　
ワじ

第
七
回

　　

結
ｽ
町

　　

Y
業
文
化
祭

　
第
七
回
東
郷
町
産
業
文
化
祭
が
、

十
一
月
十
一
・
卜
二
日
の
二
日
間
、

町
中
央
公
民
館
を
中
心
に
開
催
さ
れ

ま
す
、

　
レ
ニ
目
の
公
民
館
対
抗
歌
合
戦
に

は
、
ゲ
ス
ト
に
演
歌
歌
手
の
柳
沢
純

子
さ
ん
を
招
い
て
、
M
R
T
ラ
ジ
オ

の
公
開
録
音
が
行
わ
れ
ま
す
．

　
今
年
は
、
町
制
施
行
二
十
周
年
の

記
念
す
べ
き
年
で
す
、
み
ん
な
で
産

業
文
化
祭
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
．
一

　
ま
た
、
期
間
中
、
牧
水
公
園
「
ふ

る
さ
と
の
家
一
で
は
、
日
向
寒
蘭
の

宮
崎
県
大
会
も
同
時
開
催
さ
れ
ま
す
．
｝

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
相
談

　
1
1
月
－
日
か
ら
1
0
日
は
、
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
旬
間
で
す
、
．
パ
ー
ト
タ

イ
ム
で
働
い
て
い
る
人
や
、
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
を
雇
用
し
イ
、
い
る
事
業
主

の
方
で
、
労
働
条
件
や
税
金
、
社
会

労
働
保
険
の
こ
と
な
ど
で
疑
問
や
悩

み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
．

　
宮
崎
婦
人
少
年
室
で
は
、
旬
間
行

事
と
し
て
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
相
談
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す

お
仁
夙
軽
↑
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
．
．

▽
日
時
1
1
月
1
0
日
9
時
～
玲
時

▽
受
付
電
話
　
0
9
8
5
－
2
5
－
5
5
3
1

▽
相
談
内
容
　
労
働
条
件
・
労
災
・

　
雇
用
保
険
・
社
会
保
険
・
税
金
・

　
職
場
の
人
間
関
係
・
家
庭
生
活
と

　
仕
事
の
両
立
の
こ
と
な
ど
．
．

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

技
＋
の
講
習
会

　
電
話
級
ア
マ
チ
．
一
ア
無
線
技
士
の

養
成
課
程
講
習
会
が
、
次
の
と
お
り

開
催
さ
れ
ま
す
｝
（
国
家
試
験
免
除
）

▽
期
間
　
1
1
月
2
5
日
～
1
2
月
4
日

▽
時
間
　
午
後
6
時
3
0
分
～
9
時
4
5
分

▽
定
員
　
4
0
名
～
6
0
名

▽
場
所
　
東
郷
町
林
業
研
修
館

▽
受
講
料
　
一
万
九
千
円

▽
申
込
期
限
　
1
1
月
1
0
日
（
但
し
6
0

　
　
　
名
に
な
り
次
第
〆
切
）

▽
申
込
先
　
役
場
内
　
荒
砂
建
一

胃
ガ
ン
検
診

▽
日
程

　
1
1
月
2
0
日

　
　
　
2
1
日

　
　
　
2
2
日

　
　
　
2
4
日

▽
受
付
時
間

農
協
坪
谷
支
所

中
央
公
民
館

福
瀬
公
民
館

　
7
時
3
0
分
か
ら
8
時
3
0
分

▽
料
金

　
如
歳
以
上
　
1
3
0
0
円

　
4
0
歳
未
満
3
0
0
0
円

　
7
0
歳
以
上
、
非
課
税
世
帯
、

　
保
護
世
帯
は
無
料

生
活

飼
《
倹
診

　　　　▽　　　　▽
　13　9　11　13　9　11

　時時月時時月
　30110～～9
　分　10　日　 14　10　日

　～時　　時時
　14

農時老　　老農
協30入　直直
寺分福　　福坪
迫　祉　祉谷
支　　館　　館支
所　　　　　 所

行
政
相
談

▽
日
時
　
1
1
月
2
1
日
～
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
東
郷
町
老
人
福
祉
館

▽
行
政
相
談
委
員

　
　
東
郷
潮
鳴
深
　
山
口
俊
一

人
権
相
談

▽
日
時
　
1
1
月
2
1
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
東
郷
町
老
人
福
祉
館

消
費
生
浩
相
談

▽
日
時
　
1
1
月
2
1
日
　
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
東
郷
町
老
人
福
祉
館

　
　
　
今
月
の
納
税
等

国
民
健
康
保
険
税
六
期

善
葱

・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
杜
会
福
祉

の
た
め
の
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
．
．

◎
小
野
田
の
三
原
芳
一
さ
ん
か
ら

　
（
正
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ア
キ
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瀬
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国
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ん
か
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（
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豊
三
さ
ん
・
8
6
歳
ご
死
去
）
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